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ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
逆
境
に

存
在
感
増
す
女
子
大
学
の
意
義

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
昨
年
６
月
に
発
表

し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
報
告
書
」

２
０
２
５
年
版
に
よ
る
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
男
女
平
等
の
達
成
度
合
い
）
で
日
本

は
前
年
と
同
じ
く
１
４
６
カ
国
中
１
１
８
位
と
依
然
と

し
て
低
い
評
価
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
す
る
と
、
こ
う
し
た
社
会
の
中
に
出
て

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
女
性
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、

学
生
時
代
に
「
中
心
に
据
え
ら
れ
る
経
験
」
を
す
る
こ

と
だ
と
髙
橋
裕
子
学
長
は
指
摘
し
ま
す
。

　
「
女
子
大
学
で
は
４
年
間
、
女
性
が
セ
ン
タ
ー
に
置

か
れ
、
注
目
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
過
ご
し
ま
す
。
自
分

自
身
に
期
待
さ
れ
る
経
験
を
持
つ
こ
と
で
自
信
が
芽
生

え
、
前
進
す
る
力
、
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
（
リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
高
潔
さ
）
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
女
子
大
学
の
大
き
な
意
義
だ
と
考
え
ま
す
。

　

本
学
で
は
２
０
１
７
年
の
総
合
政
策
学
部
、
２
０
１
９

年
の
多
文
化
・
国
際
協
力
学
科
の
創
設
な
ど
、
時
代
に

先
駆
け
た
学
問
分
野
を
鋭
意
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
２
８
年
４
月
、
さ
ら
な
る
変
革
と
し
て

「
国
際
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
（
仮
称
）」
の
開

設
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
数
理
・
情
報
科
学
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
確
か
な
知
識
を
基
盤
と
し
、
先

端
的
な
情
報
技
術
を
理
解
し
、

国
際
的
な
視
野
を
も
っ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
人
材
、
Ａ
Ｉ
の
台
頭
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
社

会
を
先
導
す
る
女
性
を
世
に

送
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
髙
橋
学
長

は
説
明
し
ま
す
。

各
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
輩
出

「
個
」
を
重
ん
じ
る
少
人
数
教
育

津
田
塾
大
学
の
創
設
者
で
あ
り
、
24
年
７
月

に
発
行
さ
れ
た
新
五
千
円
札
の
肖
像
で
も

注
目
さ
れ
る
津
田
梅
子
は
、
女
性
の
社
会

参
画
が
今
よ
り
遥
か
に
困
難
だ
っ
た
１
８
７
１
（
明
治

４
）
年
、
岩
倉
具
視
大
使
一
行
と
と
も
に
６
歳
で
渡
米
。

そ
れ
か
ら
11
年
間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
の
町
で
勉

学
に
励
み
、
そ
の
後
、
再
留
学
を
経
て
１
９
０
０
（
明

治
33
）
年
、「
女
子
英
学
塾
」（
津
田
塾
大
学
の
前
身
）

を
創
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
生
涯
、
女
子
高
等
教
育
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上
に
果

敢
に
挑
戦
し
た
の
で
す
。

　
「
本
学
に
は
津
田
梅
子
の
建
学
の
精
神
が
今
日
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
開
学
以
来
の
少
人
数

教
育
と
先
進
的
な
英
語
教
育
、
国
際
交
流
に
よ
り
、
世

界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
優
れ
た
女
性
を
多
数
輩
出
し
て

き
た
の
で
す
」
と
髙
橋
学
長
が
語
る
よ
う
に
、
津
田
塾

大
学
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
が
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
輩

出
し
て
き
た
伝
統
」
で
す
。「
女
性
と
し
て
〝
初
め
て

の
〞
と
い
う
各
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
輩
出
し
て
き
た
の

は
、
そ
れ
だ
け
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
突
き
破
る
よ
う
な
力

を
培
っ
て
き
た
女
性
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

勇
気
を
養
っ
て
い
る
の
が
、
本
学
の
『
個
を
重
ん
じ
る

少
人
数
教
育
』
な
の
で
す
」

　

津
田
塾
大
学
は
教
員
と
学
生
の
距
離
が
近
く
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
多
く
の
学
生
が
共
通
し
て

学
ぶ
講
義
を
除
き
、
専
門
性
の
高
い
学
び
を
追
究
す
る

少
人
数
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
主
役
は

あ
く
ま
で
学
生
。
自
ら
問
い
を
創
り
出
す
主
体
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
（
双
方

向
型
）
な
学
び
を
中
心
に
据
え
、
ま
た
１
年
次
か
ら
必

修
の
セ
ミ
ナ
ー
に
所
属
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
学
ん
で

い
ま
す
。

世
界
に
羽
ば
た
く
力
と
な
る

英
語
教
育
と
学
外
学
修

 「
真

に
国
際
的
な
教
養
人
と
な
る
た
め
に
は
、

広
く
世
界
を
俯
瞰
す
る
こ
と
の
で
き
る

力
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
学
で

は
、
学
生
の
多
く
が
卒
業
ま
で
に
短
期
・
長
期
の
海
外

留
学
を
経
験
し
て
い
ま
す
」
と
髙
橋
学
長
が
語
る
よ
う

に
、
津
田
塾
大
学
で
は
協
定
校
留
学
や
海
外
語
学
研
修

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
学
生
の
海
外
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
先
進
的
な
「
英

語
教
育
」
も
津
田
塾
大
学
の
大
き
な
特
長
で
、
英
語
４

技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
論
文

が
書
け
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
到
達
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
女
性
」
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

学
芸
学
部
で
は
各
個
人
の
能
力
を
無
理
な
く
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
英
語
の
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
「
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｅ
」
を
導
入
。
学
科
ご
と
に
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
課
題
解
決
能
力
に
焦
点
を

当
て
た
総
合
政
策
学
部
の
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
交

渉
力
や
提
案
力
、
調
整
力
を
重
視
し
実
践
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
描
く
将
来
の
選
択
肢
は

無
限
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
髙
橋
学
長
も
「
学
生
時
代

に
経
験
し
た
大
企
業
で
の
就
業
経
験
が
、
社
会
の
仕
組

み
や
日
本
の
状
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
津
田
塾
大
学
が
重

視
し
て
い
る
の
が
「
学
外
で
の
学
び
」
で
す
。

　

海
外
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
越
え
て
学
ぶ
学

生
の
活
動
を
支
援
す
る
制
度
は
、
津
田
塾
の
特
長
の
一

つ
で
す
。
学
年
暦
を
４
タ
ー
ム
制
と
し
、
必
修
科
目
が

な
い
第
２
タ
ー
ム
と
夏
期
休
暇
期
間
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
外
で
の
学
修
を
体
験
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

卓
越
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

『
変
革
を
担
う
女
性
』
を
育
成

 「
社

会
や
世
界
が
激
し
く
変
化
す
る
時
代
で

は
、
短
期
間
で
身
に
つ
け
ら
れ
る
ス
キ

ル
は
す
ぐ
に
古
び
て
し
ま
い
ま
す
。
学

部
で
は
す
べ
て
の
土
台
と
な
る
、
自
分
自
身
で
考
え
る

力
を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
髙
橋
学
長
。
津
田
塾
大

学
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
適
性
を
見
据
え
た
「
キ
ャ
リ

ア
支
援
」
を
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
進
路
を
決
め
た

４
年
生
や
卒
業
生
を
含
め
、
全
学
が
一
丸
と
な
っ
て
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
き
め
細
か
い
個
別
相
談

や
視
野
を
広
げ
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
」
な
ど
に
よ

り
、
高
い
満
足
度
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
４
年
間
だ
け

で
終
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
留
学
の
経
験
も
得

て
ほ
し
い
し
、
30
代
や
40
代
に
な
っ
て
か
ら
で
も
大
学

院
で
学
び
直
し
を
し
て
ほ
し
い
」
と
髙
橋
学
長
は
語
り

ま
す
。
２
０
２
２
年
に
『
津
田
梅
子
―
女
子
教
育
を
拓

く
』
を
上
梓
す
る
な
ど
、
津
田
梅
子
研
究
に
も
取
り
組

む
髙
橋
学
長
は
す
べ
て
の
女
性
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　
「
創
立
者
・
津
田
梅
子
は
〝
女
性
の
力
〞
を
信
じ
て
い

ま
し
た
。
こ
のB

elieve in W
om
en

と
い
う
言
葉
は
、

梅
子
の
指
導
教
員
で
あ
っ
た
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
の
Ｍ
・

ケ
ア
リ
・
ト
マ
ス
先
生
が
学
生
た
ち
を
集
め
た
と
き
に

語
っ
た
言
葉
な
の
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
激

し
い
社
会
で
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
本
学
の
謳
う

『
変
革
を
担
う
女
性
』
の
意
味
な
の
で
す
。
そ
の
精
神
を

理
解
し
、
ぜ
ひ
本
学
で
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
」。

（1） 津田梅子
　1864（元治元）年、津田仙の次
女として生まれる。1871（明治４）
年、岩倉使節団に伴われ、最年少の女
子留学生として渡米。その後、再度の
留学を経て1900（同33）年「女子
英学塾」を創設。開学式で述べた「真
の教育には、教師の資格と熱心と学生
の研究心が大切である。学生の個性に
応じた指導のためには少人数教育が望
ましい。人間としてall- roundでな
くてはならない」という言葉は津田塾
大学の理念として受け継がれている。
1929（昭和４）年逝去。

津田塾大学
〒187-8577　東京都小平市津田町２-１-１
経営企画課　TEL 042-342-5113
https://www.tsuda.ac.jp/

髙
たかはしゆうこ

橋裕子学長
1980年津田塾大学学芸学部卒業。89年
カンザス大学大学院教育学研究科修了
（Ph. D.）。スタンフォード大学フルブライト
研究員などを経て、2016年より現職。

「今」という時代の要請を取り入れ、
逆境を〝創造を灯す光〟に変える
「変革を担う、女性」を育成。

Tsuda University

津田塾大学

　新五千円券の肖像として注目を集める津田梅子（1）により、1900年に創立
された津田塾大学。日本初の女子留学生として６歳で渡米し、帰国後は日本
女性の地位向上に生涯を捧げた梅子の「幅広い視野をもち、自立して社会に
貢献するオールラウンドな女性を育成する」という建学の理念は、今日に至
るまで脈々と受け継がれています。
　AIによって変化する新しい社会を切り拓くため、2028年4月には「国際
数理データサイエンス学部（仮称）」を開設する予定。ジェンダーギャップが
叫ばれる日本にあって、125年超に及ぶ歴史ある学び舎の中で新たな道を開
拓する「変革を担う、女性」を育成しています。

大学HP

SU
MMARY

（2） Tsuda Vision 2030
　津田梅子の建学の精神に沿いながら、
2030年に向け女子高等教育をさら
に充実・発展させるために津田塾大学
が進むべき方向を示したもの。「変革
を担う、女性であること」というモッ
トーとミッション、５つのビジョンか
らなる。

津田塾大学　学びのチャートPICK UP

3年次 4年次

プロジェクト・セミナー
選択必修科目・選択科目

プロジェクト・
セミナー

英語英文学科

1年次 2年次

2年次

基礎科目や
セミナーなど

5つの学科からなる学芸学部と、1つの学科からなる総合政策学部で構成。いずれも学年が上がるにつれて
より専門性の高い学びを追究します。学芸学部ではそれに続く大学院も設けられ、継続して研究を深めることが可能です。
また、興味に応じて所属学部・学科以外の科目も履修でき、学びの幅を広げられることも特長のひとつです。

コース関連科目など

1年次 3年次 4年次

基礎科目や
セミナーなど

専門科目や
セミナーなど

基礎科目や
セミナーなど

コース関連科目や
セミナーなど

基礎科目や
セミナーなど

全分野共通の
基礎科目や
セミナー

代数、幾何、解析、及び
コンピュータ関連分野の
基礎科目やセミナーなど

代数、幾何、解析、及び
周辺・応用分野の
科目やセミナー

卒業研究

セミナーなど
基礎科目・

プログラミング基礎

プロジェクト・セミナー
基礎科目・プログラミング発展・

選択科目

１学年募集人数 220人

総合政策学科

総合政策学部

１学年募集人数 110人

国際関係学科

１学年募集人数 200人

多文化・国際協力学科

１学年募集人数 70人

数学科

１学年募集人数 45人

情報科学科

１学年募集人数 45人

大学院

修士課程・後期博士課程

文学研究科

修士課程・後期博士課程

理学研究科

修士課程・後期博士課程

国際関係学研究科

▶国際ウェルネスコース
▶国際協力コース
▶多文化共生コースコ

ー
ス
選
択

コ
ー
ス
選
択
▶ヒューマン・ディベロップメント（人間社会）
▶ソーシャル・アーキテクチャ（社会情報）
▶エコノミック・ポリシー（経済政策）
▶パブリック・ポリシー（公共政策）

コ
ー
ス
選
択

多彩かつ先進的な科目群の履修
●インターラクティブシステム ●データサイエンス（演習付）

●人工知能・機械学習
　（演習付）など

▶国際日本コース
▶地域・文化コース
▶グローバル・国際関係コース

▶英語圏言語文化専攻

コ
ー
ス
選
択

イギリス文学・文化コース／アメリカ文学・文化コース／
英語学・言語学コース／英語教育コース
▶異文化コミュニケーション専攻
異文化コミュニケーションコース／
Japan Studies in Englishコース

【特設プログラム】 翻訳プログラム／
Teachers of Excellenceプログラム

学芸学部

英　語
データ・サイエンス

ソーシャル・サイエンス

『津田梅子
̶女子教育を拓く』
髙橋裕子著
2022年９月21日発行
（岩波ジュニア新書）
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